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近年，情報通信分野において人間の五感を用いる取り組みが注目されている．五感の中でも嗅覚を通して得られた情

報は人間の情動や記憶へ直接作用するため，視覚や聴覚情報とともに嗅覚情報を提示する香り付き映像の研究が行わ
れている．実際に映画館などで香り付き映像を視聴することも可能になりつつあり，映像の再生と香りの発生を同時
に実現させる方法は多く提案されている．しかし映像に対してどのような香りを発生させるかに関してはあまり着目

されていない．香りにより映像の臨場感を高めるためには映像の内容に合致した香りを提示する必要があり，香り付
き映像の制作ではシーンに合わせて変化する動的な香りをデザインすることになる．本研究では香り付き映像の制作
側に焦点を当て，映像に付加する香りのデザインツールを構築する．映像を見ながら香りをデザインすることができ，

設定した香りは映像の視聴時に同期して発生させることが可能となる．これにより香り付き映像が容易に実現でき，
香りを用いた新たな演出方法が可能になると期待される． 
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1. はじめに  

 近年，人間の感覚全体を情報通信の対象にする五感情報

通信に注目が集まっている．従来は映像の視覚情報や音声

の聴覚情報が主に用いられていたが，それ以外の触覚，嗅

覚，味覚情報の活用が期待されている[1]．その中で嗅覚情

報は脳の情動や記憶を支配する大脳辺縁系に直接伝送され

るため，人間にストレートに影響を与えることができる．

そのため情報通信において嗅覚情報の提示はその効果が大

きく，メディアとして香りを用いる取り組みが行われてい

る．映画館などにおいて映像とともに香りを用いる香り付

き映像の試みは広く実施されている．そのため映像の再生

とともに香りを発生させるシステムの研究は多数行われて

いる．しかし映像に対してどのような香りを発生させるか

を設定する香り付き映像を制作する側の研究は少ない．香

り付き映像の制作者は映像の内容に合わせて発生させる香

りを考えるが，どのような香りを設定すればよいか分かっ

ていない．映像に合わせて音を発生させる場合は，音響デ

ザイナーがシーンに合った効果音や音楽を設定してデザイ

ンする．同様に香り付き映像の制作者も香りを設定しデザ

インすることになると考えられる．部屋に対して行う香り

のデザインは静的なものであるが，映像に対して行う場合

は変化する時間に香りを付加するという動的な香りのデザ

インである．このような動的な香りをデザインする機会は

少なく身近なことではないため支援するものが必要である

と考えられる． 
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 そこで本研究では映像の内容に合った香りをデザインす

るためのツールを構築する．映像を見ながら行う直感的な

香りのデザインを可能とし，シーンに合わせて変化する動

的な香りの設定ができるものを目指す．デザインした香り

の情報は，映像の再生と香りの発生を同期させる際に使用

するデータ形式で保存することですぐに実用が可能となる．

本ツールにより映像の内容に合った香りを容易にデザイン

することができ，様々な映像に香りが付加されることで香

りを用いた新たな演出も生まれると予想される．そして今

後の嗅覚によるインタラクション分野の発展が期待される． 

2. 映像と香り 

 香りは人間の大脳に直接的な影響を与え，情動や記憶と

の結びつきが強いといわれている[2]．そのため情報通信に

おいて，映像や音楽などの視覚情報や聴覚情報に加え香り

の嗅覚情報を利用する試みに注目が集まっている．特に映

像と香りを組み合わせた「香り付き映像」への取り組みが

盛んに行われている．映像とともに香りを提示することは，

視聴者が持つ感情に影響を与えることが分かっている[3]．

提示される香りが映像の内容と合致したものであるか否か

によって視聴者の受ける印象は異なる．映像の内容と関連

性のある香りが提示される場合は臨場感を高める効果があ

り，視聴者は映像を楽しむことができる．一方映像の内容

と関連のない香りが提示されると，視聴者は視覚から得た

情報によって香りを認知するようになる．人間は香りを検

知することより認知することの方が難しく，映像と関連の

ない香りの場合は認知する際に視覚情報を利用してしまう

と考えられている．映像に香りを効果的に付加したい場合

は，その映像の内容に相応しい香りを提示する必要がある． 
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 香り付き映像を実現するためのシステムも研究されてい

る．そのひとつに C. Pornpanomchai らの SUBSMELL があ

る[4]．これは映像を見ながら香りを嗅ぐことができるシス

テムで，映像を再生するアプリケーションと香りを発生さ

せる装置から成る．映像と同期した香りを発生させるため

に，特別に定めたマークのより香り発生のタイミングを指

示している．そのマークが映像の再生中画面に表示される

と香り発生装置が香りを放出するようになっており，マー

クの色で香りの種類を特定する．このシステムを使用する

場合は，映像のどのタイミングで何の種類の香りを出すか

というシナリオをあらかじめ作成する． 

 実際に香り付き映像を体験できる場所として映画館やテ

ーマパークがあげられる．2005 年に映画｢チャーリーとチ

ョコレート工場｣を上映する映画館でチョコレートの香り

を出すという試みが行われた[5]．チョコレート工場の雰囲

気を演出するために一定の時間香りを放出し続けたため，

その空間全体にチョコレートの香りが充満した．その翌年

にも映画館で映像のシーンに合った香りを提示する取り組

みが実施された[6]．香りを情報通信技術により制御し利用

する｢香り通信｣によって，客席の下に設置された香り発生

装置から特定のシーンに合わせたで香りが放出されるとい

うものであった．香り発生装置は一部の客席の下にのみ設

置されていたため，香りを感じることのできる座席が限ら

れており観客全員が香りを楽しむことはできなかった．ま

たテーマパークでは人間の五感に訴えるアトラクションが

話題となっている．ディズニーランドやユニバーサルスタ

ジオでは 3D映像に加え香りや風などを取り入れた 4Dと称

される世界を体験できるアトラクションがある．これは映

画館と同じように劇場で映像に合わせて香りを発生させる

取り組みであり，その場にいる全員に香りを感じさせるた

め一度に大量の香りを放出しているものが多い．しかし香

りは空気中に残留する性質があるためすぐに消臭すること

は難しく，すばやいシーンの切り替えに合わせて香りを切

り替えることは困難である．そのため消臭や香りの切り替

えには工夫が必要であるとされている．このように映画館

やテーマパークなど特定の場所で香り付き映像を体験する

ことができるが，あらゆる映像のシーンに香りを付加する

ことは難しい． 

 以上のように香り付き映像を実現するため取り組みは多

数行われているが，香り付き映像を制作するための研究は

あまりなされていない．香り付き映像は映像内容に合った

香りを提示する必要がありいつどのような香りを発生させ

るかを決定しなければならないが，どのように設定すれば

よいか定まっていない． 

3. 映像と同期させた香りのデザイン 

 映画やテレビをはじめYouTubeやニコニコ動画などのス

トリーミング動画サイトが普及しており，現在様々な映像

を手軽に楽しむことができる．これらの映像に香りを付加

することが可能になると，臨場感の向上や香りを用いた新

たな演出を生み出すことができる．特定のシーンを印象付

けるために香りを利用することや物語の伏線として香りを

利用するなどの演出が可能となり，映像の楽しみ方が広が

ると予想される．本研究では香り付き映像の制作側に着目

する．香りは空気中に浮遊している香り分子を収集して提

示することはできず，香り付き映像では香料を用いて嗅覚

ディスプレイから意図的に香りを発生させる．すなわち香

り付き映像は映像の再生に合わせて香りを発生させること

で実現される．そのため香り付き映像の制作は，撮影ある

いは作成した映像に対し香りを付加し完成させる．今回は

その映像に香りを付加することに注目し，嗅覚ディスプレ

イに発生させる香りを指示する．前章で述べたように香り

付き映像では映像の内容に合った香りを提示する必要があ

る．しかし「映像の内容に合った香り」とはどのような香

りを設定すればよいのか定まっていない．そこで本研究で

は映像内容に合った香りの実現には 3 つの要素が必要であ

ると提案し，それを設定するためのツールを構築する．1

つめは香りの種類である．映像による視覚情報と香りによ

る嗅覚情報が一致しないものであると，混乱を招く可能性

がある．たとえばバラ園にいてバラを観賞している映像が

再生されているときにチョコレートの香りがすると，バラ

園にいる臨場感は生まれない．そのため表示内容に適した

香りの種類を指定する必要がある．2 つめは香りを発生さ

せるタイミングである．映像と香りの発生がずれていると

視聴者は違和感を覚えることがある．たとえばバラ園の映

像から海岸の映像に切り替わる場面でバラ園の映像のとき

に海の香りがすると，香りが映像の内容と一致していない

と感じ視聴者に違和感を与えかねない．そのため適切なタ

イミングで香りを提示する必要がある．3 つめは香りの強

さである．強さが一定の場合でも映像に香りを付加するこ

とはできるが，強さを調節することでより臨場感を高める

ことが可能になる．近づくまたは遠ざかる映像に対して効

果的に香りを付加するためには香りの遠近感を表現できる

とよい．被写体に近い映像のときは香りを強く，遠目の場

合には香りを弱くすることで映像をより楽しむことができ

るようになると考えられる．このように映像に合った香り

を提示するには香りの種類，発生させるタイミング，香り

の強さを設定する必要がある．これらの設定により映像に

付加された香りは，設定する人によって異なると考えられ

る．映像に効果音や音楽を付加する場合は音響デザイナー

という担当者が音をデザインし映像に音という演出を加え

る．音の場合も種類，音を出すタイミング，音量を設定し

ている．そして音は「デザイン」するものであるとされ，

演出として出す音の種類や音量などはデザイナーごとに異

なる．香りの場合も同様であると考えられる．香りも設定

する人によって発生させるタイミングや香りの強さは異な
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ると考えられる．すなわち香りも「デザイン」するもので

ある．香りデザイナーと呼ばれるような香りをデザインす

る人が，自由に映像に合った香りを設定し香り付き映像を

制作することになる． 

 デザインした香りが映像と同期して発生されることで，

視聴者は香り付き映像を楽しむことが可能となる．この同

期させる方法として，字幕放送の字幕データを利用し映像

に香りを付加する方法を採用する[7]．これは香りに関する

情報を文字列で表現して字幕データに書き込み，映像と香

りを同期させるという方法である．字幕データは映像と同

期されているテキストベースのデータであるため，映像と

香りを同期させるための新たなシステムを構築する必要が

ない．またデータの編集がしやすいため香り付き映像のオ

ーサリングが容易である．そのため今回は字幕を利用して

同期させる方法を採用する．テレビで香り付き映像を視聴

する場合は字幕放送を利用し，映画や映像をインターネッ

トで視聴する場合は映像とともに実行する字幕ファイルに

香りの情報を利用しそれに香りの情報を書き込む．現在テ

レビは字幕放送が標準機能として備わっており，またスト

リーミング動画サイトでも動画に付与する字幕ファイルを

アップロードすることができるものが多い．そのためこれ

らの映像に香りを導入することは容易に可能である．この

方法では映像に香りが付加された状態で受信あるいはスト

リーミングするのではなく，映像とは別のファイルである

字幕ファイルを用いるため視聴者側で映像の再生と香りの

発生を同期させる．視聴者側において字幕ファイル中の香

り情報を表す文字列が検出されると，嗅覚ディスプレイが

香りを発生させその香りは映像と同期したものとなる．香

り付き映像の制作者は映像と同期して発生させる香りをデ

ザインし，嗅覚ディスプレイに与えるその指示を文字列で

表現する必要がある．映像に合った香りをデザインする際

は，香りを付加する対象である映像を見ながら行うことが

望ましい．しかし映像を見ながら香りの情報を表す文字列

を入力することは，あまり容易でなく慣れが必要である．

また通常香りを付加する場合，空間に対して行うことが多

い．たとえばアロマディフューザーやお香を用いて部屋を

ある一種の香りで満たすなど静的な香りをデザインする．

しかし映像に香りを付加することは時間で変化する香りを

デザインする，すなわち動的な香りのデザインであるとい

える．このような香りのデザインを行う機会は少なく具体

的なガイドラインもないため，多くの人がどのようにデザ

インすればよいか戸惑うことが考えられる．そこで本研究

では映像に同期した香りをデザインするためのツールを構

築する．ツールを用いることで映像を見ながら直感的に香

りをデザインすることができ，時間に対する動的な香りの

デザインを行うことが可能である．また香り付き映像の実

現に必要な香りの種類，香りを発生させるタイミング，香

りの強さを漏れ無く設定することができる．香りの種類は

ボタンで選択する方式とし，香りを発生させるタイミング

とそのときの香りの強さはグラフのような領域にプロット

し線を描くことで一度に両方を設定する．二次元平面に図

で表すことにより，直感的にタイミングと強さを認識する

ことが可能となる．このようにツールを構築することでど

のような種類の香りが設定可能であるかをひと目で確認で

き，またユーザは香りをデザインする感覚が得られる． 

 本ツールではデザインした香りが付加された映像をその

都度確認しながら作業することが可能である．このとき映

像に合わせて発生される香りは，微少時間の香り提示であ

るパルス射出により放出する[8]．パルス射出は香りの種類

をすばやく切り替えることができ，また一回に射出する量

が微少であるため順応の影響を抑えることが可能である．

そのため映像のシーンに合わせて異なる香りを発生させる

ことができ，映像と同期した香りの提示が実現できる．本

ツールのユーザはパルス射出を行うことのできる嗅覚ディ

スプレイを装着し香りをデザインする．その嗅覚ディスプ

レイは家庭で視聴者が香り付きテレビ映像を視聴する際に

使用するものと同じものを想定しており，小型の装着する

タイプを用いる[7]．そのため視聴者がどのように香りを感

じるかを確かめながら香りをデザインすることができる．

本ツールはデザインした香りを特別に定義された文字列に

変換し字幕ファイルの書式で保存する．視聴者側で行われ

る字幕データを利用した映像と香りの同期手法に対応して

いる．本ツールでは香りの情報を自動で字幕ファイルに変

換されるためキーボードで文字を入力するよりも誤りが少

なくなり，香りの情報が挿入された字幕データを正確に作

成することが可能である．また通常の文字の字幕を作成す

る機能も備えており，既存の字幕ファイルに香りの情報を

挿入することも可能である．そのためこれまでに制作され

た映像に香りを付加することもできる． 

 本研究で構築するツールにより映像に同期させた香りを

デザインすることができ，香り付き映像を容易に制作する

ことが可能になる．これによりテレビなどにおいて映像と

ともに香りを楽しむことが普及することが予想され，嗅覚

を用いたインタラクション分野の発展が期待できる． 

4. 香りデザインツールの実装 

 香りのデザインはパーソナルコンピュータと嗅覚ディス

プレイを用いて行う．本研究は映像に合わせた香りを実現

するために必要な香りの種類，香りを発生させるタイミン

グ，香りの強さの 3 つの要素を設定するためのツールを構

築した．コンピュータ上で実装したツールの画面を図 1 に

示す．ツール画面の上半分には映像再生画面と映像を操作

するためのバー，ボタンが設置されている．またそのボタ

ンの右端には映像の再生時刻が表示されている．ツール画

面の下半分には，香りをデザインするためのグラフと香り

選択ボタン，通常の文字の字幕を作成するための入力フォ
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図 1 構築した香りデザインツール画面と各部位の説明 

 

ームとその文字字幕挿入ボタン，また香りの確認ボタンが

設置されている．ツール画面の左上にはファイルメニュー

と編集メニューがあり，ファイルメニューには「動画を開

く」，「名前を付けて保存」，「終了」を行うことができ，編

集メニューでは「元に戻す」，「字幕ファイルの読み込み」，

「名称の変更」，「削除」の機能が用意されている． 

 映像に香りをデザインする際，はじめに香りを付加する

対象である映像をこのツールに読み込む．ファイルメニュ

ーの「動画を開く」から対象とする映像を選択する．する

と画面の映像再生画面で映像が再生される．この映像はそ

の下に設置されたバーで再生位置を変更することができ，

停止，巻き戻し，再生または一時停止，早送り，ミュート

の有効または無効のボタンで映像を操作することができる．

読み込んだ映像に対して香りをデザインする場合は，まず

香りの種類を決定する．本ツールではバナナ，バラ，ミン

ト，ラベンダーの 4 種類の香りに関して香りをデザインす

ることができ，香り選択ボタンにより香りの種類を選択す

る．この種類は今回使用する嗅覚ディスプレイに対応して

いる．香り選択ボタンで選択中の香りは，ツール画面下部

の香りの確認ボタンによりその香りを確認することができ

る．この香りの確認ボタンは映像停止中にのみ使用可能で

ある．香りの種類を決定した後に，香りを発生させるタイ

ミングとその香りの強さを設定する．これらはツール画面

の中央付近に位置するグラフを用いて設定する．横軸が時

間，縦軸が香りの強さを表しており，このグラフは映像再

生画面に表示されている映像と同期して動く．グラフ中央

の赤い縦線（横軸の目盛が 0 のところ）は映像の再生時刻

である．すなわち再生している映像の現在時刻を横軸の 0

としており， -5 から 5 まである目盛は映像再生画面に表

示されている映像の前後 5 秒間を示している．縦軸は 0 の

目盛を境に上の部分は香りをデザインするところであり，0

の目盛よりも下の縦軸の目盛に「字」と書かれている部分

は文字の字幕を設定するときに使用する．香りをデザイン

する領域には 1 から 3 の目盛がふられており，これが香り

の強さの程度を表す．香りの強さは弱・中・強の 3 段階を

用意しており，それぞれ 1，2，3 という数字で示している．

香りを発生させるタイミングすなわち発生時刻とその強さ

を設定する際は，グラフ内の横軸の目盛と縦軸の目盛の交

点をクリックする．横軸は香りの発生を開始させる時間，

縦軸はそのときの香りの強さの位置をクリックするとプロ

ットされそこを始点とした直線がマウスに追従して伸び縮

みする．そして横軸は香りの発生を終了させる時間，縦軸

はそのときの強さの位置をクリックすると再びプロットさ

れそこが直線の終点となり，図 1 のように線が描かれる．

グラフ内は線の色で香りの種類を判別することができるよ

うになっており，グラフの下に設置された香り選択ボタン

の文字の色と同じ色の線が描かれる．図 1 の香りをデザイ

ンする領域に描かれた線は，映像再生時刻の 16 秒から 20

秒までバラの香りを発生させそのときの強さは 1 から 2 に

変化させることを表している．なお香りの発生時間の設定
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は，映像再生画面に表示されている映像の時刻の前後 2 秒

間に対して行うことができる．グラフでは前後 5 秒間の設

定した香りを確認することができるが，マウスでクリック

して設定できるのは前後 2 秒間のグラフの背景が白い部分

である．これは映像の内容に合わせた香りがデザインされ

ないことを防ぐためである．ユーザが映像のある時刻に香

りをデザインする際，実際にその時刻の映像を見ずに香り

を設定すると映像と香りの種類や発生のタイミングがずれ

てしまうことが多くある．ユーザに映像を見ながら香りを

デザインさせるため，前後 2 秒間のみ香りの設定が可能と

なっている． 

 本ツールでは文字の字幕を作成することも可能である．

画面下部の文字入力フォームに作成する字幕の文字列をキ

ーボードにより入力する．そして文字字幕挿入ボタンを選

択し，グラフの縦軸が「字」と書かれた領域で字幕の表示

時間を設定する．文字字幕に関する設定は，香りの設定と

は異なる黒い線で描かれる．またグラフ内のすでに設定し

た文字字幕の黒線にマウスカーソルをのせると，その線の

示す字幕の内容がカーソルの右側に表示される．図 1 は黒

線上の横軸の 0 の目盛の位置にカーソルが乗せられた状態

であり，設定した内容が表示されている．これにより文字

字幕は表示させるタイミングだけでなくその内容もグラフ

内で確認することが可能である．このように香りの発生時

刻や強さ，文字字幕の表示時刻を設定している際，誤った

位置をクリックしてしまうことがある．その場合は編集メ

ニューの「元に戻す」を選択することで，その動作を行う

ひとつ前の状態に戻すことができる．また「削除」を選択

するとグラフ内に設定した香りや文字の情報をすべて削除

することが可能である． 

 香りや文字の字幕を設定し映像を再生すると設定した時

刻に香りが発生され字幕が表示されるため，実際に視聴者

が見ることになる映像を確認することができる．香りは設

定した時間中 0.5 秒に一回の間隔で嗅覚ディスプレイから

パルス射出が行われる．一回のパルス射出は 0.1 秒間であ

る．これは約 5 秒の呼吸周期やスニフィングをすることを

考慮しており，本ツールのユーザが確実に香りを感じるこ

とができるようにしている．強さが次第に変化するよう設

定された場合は，遠近感を表現する手法に基づき香りが射

出される[9]．また同時刻に複数種類の香りが異なる強さで

設定された場合は，強弱関係を感じさせる射出方法が採用

される[10]．香りの射出中は香りの種類と強さを表す「香

り字幕」と呼ぶ文字列が映像の下部に表示され，香りが発

生していることが視覚的に分かるようになっている．本ツ

ールを用いてデザインした香りは，字幕データを利用して

映像の再生と香りの発生を同期させる手法で利用すること

ができるようになっている，すなわち設定した香りの情報

は，特別に定義された文字列に変換され字幕ファイルの書

式で保存される．その特別に定義された文字列が「香り字

幕」であり，設定した香りの種類と強さの情報が含まれて

いる．今回用いる香り字幕の例を以下に示す． 

  &&13 バナナ&&   ―（A） 

この文字列の最初と最後に記述されている「&&」は香り

字幕の開始と終了を表す記号である．「&&」という通常の

字幕では使用されない文字列を使用することで，通常の字

幕と香り字幕を区別している．設定した香りの種類と強さ

はそれぞれ一桁の数字で表され，香り字幕開始記号に続い

て記述される．二桁の数字のうち一桁目が香りの種類，二

桁目が香りの強さを表している．今回は 4 種類の香りと 3

段階の強さを用意しているため，表 1 のように数字を割り

当てている．すなわち（A）の例ではバナナの香りを強く

発生させることを意味している．香り字幕の数字の後に記

述している文字列（上述の（A）の例では「バナナ」）は香

りの種類の説明である．この表記は字幕データを用いて映

像と香りの発生を同期させる際には必要のないものである

が，香り付き映像の制作者が確認するためのものとして記

述している．本ツールにおいて映像再生中に設定した通り

に香りが射出される際，映像の下部に香り字幕が表示され

るがそのとき何の種類の香りが射出されているかを分かり

やすくするためにこの文字列を記述している．香り付き映

像のオーサリング時のコメントといえる．この文字列は香

り選択ボタンに表記されている言葉が挿入されるようにな

っており，この言葉はツールのユーザが自由に変更するこ

とが可能である．ツール上部の編集メニューから「名称の

変更」を選択すると香り選択ボタンの名称を入力するため

のフォームが表示され，ボタンに表示されている言葉，す

なわち香り字幕のコメント部分を変更することができる． 

 

表 1 香り字幕の数字の割り当て 

香り字幕の

数字 

香りの種類 

（一桁目） 

香りの強さ 

（二桁目） 

1 バナナ 弱い 

2 バラ 普通 

3 ミント 強い 

4 ラベンダー  

 

 ファイルメニューの「名前を付けて保存」を選択すると

設定した情報が字幕ファイルの書式で保存される．字幕フ

ァイルには様々な種類があるが，今回は SRT 形式を採用し

ている．SRT 形式はテキストベースのデータであり，字幕

が表示される映像の時刻とその字幕の内容が記述されてい

る[11]．本ツールで設定した香りの情報は，香りの発生時

刻が字幕の表示される映像の時刻として記され，香りの種

類と強さが表された香り字幕が字幕の内容として記される．

また設定した通常の文字の字幕も，表示時刻とその内容が

記述される．図 1 のように設定した情報を字幕ファイルと
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して保存したものを図 2 に示す．香りの強さを変化させる

よう設定した場合は，設定した香りの発生時間が分割され

それぞれの強さで香りを発生させるように変換される．ま

た香り字幕と文字字幕が同じ時刻に設定された場合は，両

方の字幕が同時に表示されるようになる．SRT 形式で保存

することにより，このような発生させる香りの強さ変化な

どを字幕で指示することが容易に可能となる．また本ツー

ルでは既存の SRT 形式の字幕ファイルを読み込み編集す

ることもできる．編集メニューの「字幕ファイルの読み込

み」から読み込む字幕ファイルを選択するとツール画面の

グラフにその字幕ファイルの内容が反映され，そこに香り

の情報を挿入ことも可能である． 

 

 

図 2 香り字幕が挿入された字幕ファイルの例 

 

 構築したツールを使用している様子を図 3 に示す．図中

の首から下げている赤い装置が嗅覚ディスプレイである．

このように大きな装置などは必要なく，パーソナルコンピ

ュータと嗅覚ディスプレイのみで手軽に香りをデザインす

ることができる． 

 

 

図 3 香りのデザインを行っている様子 

5. 香りデザインツールの有用性評価 

 構築した香りデザインツールの有用性を確認するために

実験を行った．実験内容は映像を見ながら香りをデザイン

し，香り字幕が書き込まれた字幕ファイルを作成するとい

うものである．映像は約 80 秒のものを用いた．被験者には

映像中のシーン，香りの種類，香りの強さなどデザインす

る香りを指示し，SRT 形式の字幕ファイルを作成してもら

った．与えた指示の例を表 2 に示す．ひとつの映像につき

4 つの指示を与えており，指定した時間香りを付加できる

か，香りの強さを変化させることができるか，ひとつのシ

ーンに複数の香りを付加できるか，デザインする香りを自

由に考えることができるかをそれぞれ確認するものとした．

字幕ファイルの作成は本研究で構築したツールを使用する

方法（ツール）と，キーボードにより文字を入力して字幕

ファイルを作成する方法（手入力）の 2 通りの方法でそれ

ぞれ行った．そして作成した字幕ファイルの正答率と作成

にかかった時間により 2 通りの作成方法による結果を比較

した．正答率は香りの発生開始時刻と終了時刻が正しいか，

香りの種類と強さが指示通りであるか，香り字幕の表記方

法と字幕の書式に誤りがないかについて採点し算出した．

また実験の最後にはアンケートを行った． 

 

表 2 被験者に与えた指示の例 

シーン 種類 強さ 

バラのシーン任意の 5 秒間 バラ 2 

バナナを切っているシーン

～つぶしているシーン 
バナナ 2～3 へ変化 

バナナタルト 
バナナと 

ミント 

バナナ : 3 

ミント:  1 

ラベンダーのシーン 自由 

 

 被験者は男性 9 名，女性 3 名の計 12 名であった．正答率

と作成時間の平均と標準偏差をそれぞれ表 3，4 に示す．表

3 より本研究で構築したツールを用いることで高い正答率

を得ることができたことが分かる．標準偏差も小さいため

被験者の多くが，指示通りに香りをデザインし誤りの少な

い字幕ファイルを作成することができたといえる．また作

成時間に関しては表 4 のように，本ツールを使用した場合

の方が手で入力して字幕ファイルを作成するよりも短いと

いう結果が得られた．今回は約 80 秒の映像に対して香りを

デザインし，ツールを使用する場合も手入力の場合も 10

分以内という短時間で香りをデザインすることができた．

しかし香りをデザインする対象がテレビ番組や映画である

と映像の時間は長くなるため，ツールを使用する場合と手

入力で行う場合で香りのデザインにかかる時間は大きくな

ると考えられる．たとえば 1 時間の番組に香りをデザイン

するとき，ツールを使用する場合と手入力の場合の差は 1
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時間半以上になると今回の結果より計算できる．映像に対

してどのように香りを付加するか熟考するには時間をかけ

る必要がある場合も考えられるが，作成した字幕ファイル

が正しい書式であるかを再度確認する時間などを考慮する

と作業時間は短い方が良い．そのため短時間で香りをデザ

インする際にツールの使用は便利であると考えられる． 

 

表 3 実験結果（正答率） 

 
正答率 [%] 

平均 標準偏差 

ツール 94.4 7.86 

手入力 77.8 15.7 

 

表 4 実験結果（作成時間） 

 
作成時間 [sec] 

平均 標準偏差 

ツール 357 117 

手入力 485 133 

 

 また本ツールの操作と香りのデザインに関して 5 段階評

価のアンケートを行った．その項目と結果を表 5 に示す．

これより操作に関して大きな問題はなく使用することがで

き，香りのデザインに関しては実際の香り付き映像をイメ

ージしながらデザインすることができた被験者が多かった．

直感的に作業を行うことができ，映像という時間に対して

香りをデザインする感覚を得られる点で有用であることを

確認することができた． 

 

表 5 アンケート項目とその結果 

アンケート項目 
5 段階

評価 

操作は簡単だった 4.08 

操作は直感的だった 4.58 

実際の香り付き映像をイメージできた 4.17 

時間に香りを付加するという感覚があった 4.58 

6. 終わりに 

 人間の五感の中で，嗅覚による情報は他の感覚よりも感

情に訴える効果が大きいといわれている．そのため主に視

覚情報や聴覚情報に限られていたコンピュータと人間の情

報通信に，嗅覚情報を取り入れる取り組みが行われている．

音声映像に合わせて香りを発生させる香り付き映像の試み

は映画館などで実際に行われており，映像と香りの提示手

法は多くの研究がなされている．しかし香り付き映像を制

作する側に関してはこれまであまり着目されておらず，映

像と同期させて香りを発生させる場合はどのように設定す

ればよいかなどが分かっていない．また映像への香りの付

加は，映像が流れる時間に合わせて変化する香りを付加す

る動的な香りのデザインである．部屋などの空間に対して

どのような香りを発生させるかを考えることとは異なり，

あまり身近に行うことではないと考えられる． 

 そこで本研究では映像と同期させて発生させる香りのデ

ザインツールを構築した．映像に香りを付加することで臨

場感を向上させることができるが，その場合香りは映像の

内容と合致したものでなければならない．そのため映像と

同期させた香りを実現するためには香りの種類，発生させ

るタイミング，香りの強さを設定することが必要であると

提案し，映像を見ながらこれらを設定して香りをデザイン

することができるツールとした．時間に付加する動的な香

りのデザイン容易に行うことが可能となった．また視聴者

側の映像と香りの同期方法として香りの情報が挿入された

字幕データを利用する方法を用いる方法を採用し，この方

法で使用できるデータが本ツールによって作成されるよう

にした．構築したツールの有用性は，ツールを使用する場

合とツールを使用しない場合で香りのデザインを行うとい

う比較実験により確認した．ツールを使用する場合の方が，

誤りが少なく短時間でデザインすることが可能であること

が分かった． 

 これより映像に合わせた香りを自由にデザインすること

ができ，視聴者側で映像と香りを同期させるシステムです

ぐに使用することができる状態で制作することが可能とな

る．映画やテレビをはじめ様々な映像において臨場感のあ

る香りの演出が生み出され，今後の香り付き映像の普及が

期待できる． 
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